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政治主導、国民主権 ＝ 国民の想いが通じる政治へ 
～そして、府中でも～ 

決算特別委員会では 

杉村 以前から質問しているが、事務事業の目
標設定はどうなっているか？ 

行政評価担当主幹 22 年度から施策評価制度
がスタートし、計画値も年度中に設定する。 

杉村 計画値は予算が決まったらすぐにでも設
定するようにお願いする。計画値は事前に設
定しないと意味がない。 

杉村 新しいごみの出し方について。アパートな
どでルール違反のごみが出たら、最終的に
は大家さんの負担になってしまうのか？ 

ごみ減量推進課長 管理者とも相談し、誰が出
したのか充分調査する。それでも不明なもの
については市の責任で回収する。 

※「市の責任で」との答弁でしたが、後日ごみの
説明会で現場担当者は最終的には大家など
敷地の管理者の責任になると、説明していた。
重大な食い違いだと考えます。 

鳩山政権が動いています。自公政権とは

全く発想の違うやり方で、国民と約束をした

政策の実現に向けて取り組んでいる様子は、

連日報道されているところです。国民も期待

半ば、不安半ば、といったところでしょう。 

しかし私は新政権は必ずやりぬくと信じて

います。明治維新も同じでした。300 年間こ

の国を治めてきた徳川幕府と名もなき志士

たちとどちらに不安が大きかったでしょうか。

当時の人々もどうなることかと、大いに不安

だったに違いありません。しかし、若者たち

は見事にこの国の危機を乗り越えました。 

 

 

 

 

 

 

大事なのは、守るべきものは守りながらも、

慣習にとらわれず、新たな発想で、自らの頭

を絞り、工夫することです。鳩山内閣の大臣、

副大臣、政務官は、官僚に丸投げせず、チ

ームとなって頭と体をフル回転させています。

政治がわかりやすくなった、関心を持つように

なったと、街頭で多くの市民から声をかけられ

ます。日本の政治は新たな段階を迎えたと確

信できます。 

府中市でも新たな一歩を踏み出さなけれ

ばなりません。役所任せではなく、選挙で選

ばれた政治家（市長と議員）が、その本来の

役割をしっかりと果たし、市政をリードする。ご

み問題のように役所ペースに乗せられるので

はなく、政治主導で市民の心をつかむ市政を

展開するのでなければ、地方の時代を生き抜

くエネルギーは生まれません。 

「官僚主導から政治主導へ」をこの府中で

も実現し、市民の想いが通じる市政をつくる

ため、知恵と力の限りを尽くしてまいります。 
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★ 主な議案（他に条例 2 件、補正 2 件、決算 4 件） ○賛成 ×反対 △継続

府中市道路線の認定及ぶ廃止について（他 5 件） 建設環境 可決 ○ ○ ○ ○ ○

府中市保育所条例の一部を改正する条例 文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○

府中市福祉のまちづくり条例の一部を改正する条例 厚生経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度府中市国民健康保険特別会計補正予算 厚生経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○

平成 20 年度府中市競走事業特別会計歳入歳出決算の認定 総務 認定 ○ ○ ○ ○ ○

平成 20 年度府中市公共用地特別会計歳入歳出決算の認定 総務 認定 ○ ○ ○ ○ ○

平成20年度府中市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 厚生経済 認定 ○ ○ ○ ○ ○

平成20年度府中市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 厚生経済 認定 ○ ○ ○ ○ ×

平成 20 年度府中市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 建設環境 認定 ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度府中市一般会計補正予算（第１号） 予算特別 可決 ○ ○ ○ × ×

平成 20 年度府中市一般会計歳入歳出決算の認定 決算特別 認定 ○ ○ ○ × ×

★ 陳情 ○採択 ×不採択 △継続

府中市民の憲法改正論議に対する自由保障への陳情 総務 不採択 × × × × ×

障害児の学童クラブ入所についての陳情 文教 継続 △ △ △ ○ ○

府中市議会では、議員の一般質問における市の答弁は、１議員あたり市長は答弁１回というのが慣例になっており、

重ねて市長に質問しても部長レベルが答えます。部長が答弁しきれない時には副市長が答えます。役所ペースに、議

会が甘んじていると言わざるを得ませんが、今は自民党が議長を握っているので慣習を容易に変えられない状況です。

杉村 過去の私の質問の中で何度か中島副市

長から答弁がありました。副市長の答弁

は、まあありがたいんですが、何やら煙に

巻かれた印象がしないでもない。３回目の

質問への答弁であることが多く、その場で

は再質問もできない（※）ので、今回あらた

めて再質問することにしました。 
※府中市議会では質問は 3 回までと決められています 

■客観的に把握するつもりがあるか 

杉村 ６月の質問の中で、ごみ処理方法の変

更について「市民の納得が得られたか」、

「客観的に把握するつもりがあるかないか」

と聞きました。 

 これに対し副市長は、駅頭キャンペーンを

行ったことをのべ、「そういうことを見て私ど

もは確信している」と答えました。市の皆さん

が確信されているというのは私も知っていま

すが、それはあくまでも主観的な判断で

す。「客観的に把握するつもりがあるかない

か」をあらためてお聞きします。 

ごみ改革推進本部長 ８月から新しいごみの出

し方説明会を開催していますが、市の方針

に積極的に参画していこうという市民の皆

様のお気持ちが見受けられます。また様々

な機会を通じて収集方法の見直しについて

周知徹底を図ってきたところです。 

 したがいまして、駅頭キャンペーンの時よ

り、一層のご理解ご納得が得られたものと

考えております。 

杉村 まず、なぜ、副市長が答えないのか。 

 内容については、やはり主観的な感想し

か返ってこない。「客観的に把握するつもり

があるかないか」、副市長に聞きます。 

中島副市長 一般質問というのは市の方針、市

長の姿勢に対する質問の場だと思っていま

すので、ご理解を頂きたいと思います。 

 内容については、市は一方的にことを進

めたことは一度もないと確信しております。

文化センター祭りをはじめいろいろな行事

で意見交換もし、議会にも報告し、廃減審

にも諮問してことを進めたということであり、

そういうものを総合して、（市民の納得を）確

信していると答えたわけでございます。 

毎度、誠意のない答弁ですが、はっきりしたのは

市民の納得を得ようという姿勢がないということ。

説明会でもごみの出し方の話しかしていません。

ボックス撤去も有料化も、決めてしまえば府中市

民はあきらめて従うだろうと、ごみ担当は高を括

っているのです。それでは市民の心はつかめま

せん。市政運営としては極めてまずいやり方です。 
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